
東京路線トラック協議会

パーキングメーター適正利用のお願い

平素は、当協議会の諸活動にご協力ご指導賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、この度、警察庁交通局長から別紙のとおり、路上設置のパーキングメーター不正

利用防止に関する特別要請文が発せられましたので連絡いたします。

会員各位にあっては、主旨ご理解のうえ、下記の注意事項を厳守した適正な駐車秩序の

維持にご尽力いたきたくお願い申し上げます。

なお、別紙｢警察庁の要請文｣は、所属社員はもとより、協力会社社員にも周知徹底して

いただけますようお願い申し上げます。

記

１．パーキングメーター不正操作の厳禁

車両の移動を誤認識させる不正操作は、再度お金を投入した利用でも違法行為です。

道路標識やパーキングメーター表示の制限時間内（４０分、６０分など）での利用を

厳守して下さい。

２．パーキングメーター等所定の制限時間内移動の厳守

路上のパーキングメーターとパーキングチケットは、短時間駐車の利用に供する道交

法第 49 条の２の措置です。一回の課金で利用できる時間内に車両を移動することがル

ールになっています。メーターをクリアーして再度お金を入れて引き続き利用するこ

とは禁じています。

また、センサー感知を外した駐車や枠外の駐車も禁じています。制限時間になったら

車両を別の場所に移動する措置を講じて下さい。

３．適正な駐車秩序の維持

荷さばき駐車施設は、絶対数が不足しています。当協議会では、昨年、荷さばき駐車

対策特別委員会を設置し、路上・路外の荷さばき施設拡充について道路管理者・交通

管理者と協議を積極的に進めています。また会員各社のご協力を得た共同パトロール

を通して荷さばき駐車施設利用の譲り合いやマナー向上の指導を展開しています。

中心市街地における集配効率向上のためにも、是非とも適正な駐車秩序の維持向上に

会員各社のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

以上




